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令和 3 年度 学力調査（市・県・全国）の結果について 

  

初秋の候、保護者の皆様には益々ご健勝のことと拝察いたします。 

 また、日頃より、本校の教育活動に深いご理解とご協力をいただいておりますことに、心

よりお礼を申し上げます。 

 さて、標記の件について、学校と家庭とが一体となった学力向上への取組を行うことが肝

要との趣旨から、下記のように本校の学力調査の結果及び考察についてお知らせいたします。 

 ご家庭におかれましても、児童の家庭学習へのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

記 

１ 佐世保市学力調査 

【対象学年及び教科】 4年生 国語・算数 【実施日】令和 3年５月２７日（木） 

【結果】 

・国語の本校平均は、佐世保市平均と同じ。 

・算数の本校平均は、佐世保市平均を下回った。 

 【考察と対策】 

（１） 国語 

  ・「言葉の特徴や使い方に関する事項」と「書くこと」の正答率は、市の平均正答 

   率をやや上回っている。校内研究で取り組んでいる「自分の考えをもち表現で 

きる児童の育成～書く力を育てる単元づくり・指導を通して～」を全校で進め 

ていくことで、更に学力向上をめざしていく。 

    ・説明文の読み取り、調べたことを文章にまとめることは、苦手にしている児童 

     が多い。目的を意識して、情報と情報との関係を理解し考えをまとめたり、中 

心となる語や文を要約したりする機会を授業で増やしていく。 

（２） 算数 

  ・「測定」の時刻と時間、長さ・重さと「データの活用」の表と棒グラフにおい 

   ては、市内の正答率を上回っている。 

・「数と計算」の掛け算と□を使った式が、特に目標値を大きく下回っていた。復 

習の宿題でも、やり方が個によって違うこともあるので、スキチャレや日々の 

宿題などを見直し、定着不足な部分において補充を図る。 

・コンパスや分度器、三角定規を使いこなせていない児童も多い。 

 

２ 長崎県学力調査 

【対象学年及び教科】 ５年生 国語・算数 【実施日】令和 3年５月２７日（木） 

【結果】 

・国語の本校平均は、長崎県及び佐世保市の平均を上回っている。 

・算数の本校平均は、長崎県及び佐世保市の平均を上回っている。 



 【考察と対策】 

（１） 国語 

  ・「話す聞く」「書く」「知識及び技能」は県の平均を大きく上回っている。昨年 5 

月に実施した市学力調査と比較しても学力が大きく向上している。無回答も少 

なく、根気強く学習に取り組む態度も育っている。 

    ・登場人物の気持ちを捉えたり、登場人物の気持ちの変化と場面の移り変わりを 

結び付けて想像したりすることに課題が見られるので、授業において考える機 

会を増やしていく。 

（２） 算数 

・「変化と関係」「図形」「データの活用」においては、県平均を上回っている。国 

語と同様に、昨年 5月に実施した市学力調査と比較しても学力が大きく向上し 

ているので、今後も根気強く学習に取り組むように支援していく。 

・「数と計算」については、県平均を下回っているので、スキチャレや家庭学習、 

タブレットの活用等を更に進め、学力向上につなげていく。 

 

３ 全国学力・学習状況調査 

【対象学年及び教科】 ６年生 国語・算数・学習状況調査 

【実施日】令和 3年５月２７日（木） 

【結果】 

・国語の本校平均は、全国及び長崎県の平均を下回っている。 

・算数の本校平均は、全国及び長崎県の平均を下回っている。 

 【考察と対策】 

（１） 国語 

  ・最も課題が大きいのは「話す聞く」領域で、スピーチに必要な資料を適切に選 

ぶことや目的に応じ、資料を使って話す、という項目が大きく落ち込んでい 

る。落ち着いて、安心して学習できる規律と雰囲気作りに取り組んでいく。 

・無回答が多かった項目は「説明文の要約」「目的や意図に応じた書き表し方の工 

夫」である。個別の対応に力を入れいく。 

（２） 算数 

・数と計算領域では立式するうえで必要な情報の選択、解答する際に日常の場面 

に即して判断することが大きく落ち込んでいる。普段の授業から、「解決方法の 

見通し」だけでなく、解答や単位の見通しをもつように指導していく。 

・三角形の面積に関連する問題の正答率が高かった。スキチャレなどの反復練習 

の成果が出ているので継続して取り組んでいくように指導していく。 

・無回答率が高い問題は、すべて「割合」に関係する問題だった。時間を見つけ 

て、復習をする機会を設けていく。 

（３） 学習状況調査 

  ・早寝、早起き、朝ごはん等の規則正しい生活ができていると答えた児童の割合 

は全国平均より高い。 

    ・将来の夢や目標を持っていると答えた児童の割合も全国平均より高い。 

    ・「自分の思っていることを言葉で表せる」や「ICT の活用」についてはできてい 

ると答えた児童の割合は全国平均を下回っている。 


